
明治以降、市の農業が急速に発展

◆ 約1,000戸の農家が新鮮な農産物を供給

明治初期に、札幌農学校（現北海道大学）などが設置
されたのを機に、タマネギやジャガイモ、トウモロコシ
など、外国から数多くの種子を輸入し、試験栽培が行
われました。タマネギやリンゴなどは、札幌で本格的に
生産が始まり、道内各地に広がったといわれています。

農業者の高齢化や担い手不足などにより、市内の
農家は年々減少し、現在の農家戸数は約1,000戸。
規模は縮小していますが、野菜や果物、花、牛乳な
ど、さまざまな農産物が生産されています。

◆ 野菜生産が盛ん。一部は道外にも出荷
札幌の農業は、砂地や丘陵地形など地域の特性を
生かして生産しているのが特長。野菜の栽培が最も
多く、主に市内で消費されていますが、一部のタマ
ネギやカボチャなどは札幌のブランド野菜として、
道外に出荷されています。

地域の特性に合わせて農産物を生産

昔

販売目的で栽培した
農産物の種類別の
作付面積比
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野菜（タマネギ、レタス、ジャガ
イモ、ブロッコリー、アスパラ
ガス、トウモロコシ）、鉢花、水
稲、小麦、酪農

農家戸数、農地面積トップ
野菜（タマネギ、コマツナ）、果樹
（ブルーベリー）、酪農

タマネギの主産地

野菜（タマネギ、ジャガイモ）、
養豚

定番野菜に養豚も

野菜（ジャガイモ、トウモロコシ）
身近な野菜を主に栽培

野菜（レタス、ニラ、ミツバ、
ジャガイモ）

鮮度重視の野菜が中心

野菜（ホウレンソウ、トウモロコ
シ、ジャガイモ）、切り花・鉢花、
養鶏

ホウレンソウ、
切り花の主産地

北区

野菜（カボチャ、スイカ）、切り
花、酪農

砂地での野菜栽培が中心手稲区

野菜（ホウレンソウ、コマツナ、
トウモロコシ、キュウリ、イチゴ、
トマト）、果樹（サクランボ、リ
ンゴ、プルーン、ナシ）、水稲、養
鶏・養豚

果物狩りが人気南区
清田区

豊平区

厚別区

白石区

Ｎ
東区

野菜（コマツナ、シロナ、ダイコ
ンナ）

葉物野菜の栽培が盛ん西区

かつて、農産物の試験栽培が盛んに行われ発展した札幌
の農業。今も多種多様な農産物が生産されています。さっぽろの農業知ろう！

農産物の生産マップ
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2,202 専業農家

野菜類ではタマネギ
を栽培する農家が最
も多くなっています

昭和35年の
5,156戸を境
に減少し、当時
の5分の1に

農家戸数

明治末期の収穫風景。札幌黄は当時
ロシアやフィリピンなど、海外にも輸出
されていました▶

野菜類
63.3％

その他
22.9％

雑穀 4.1％

イモ類 3.6％
麦類 3.1％
稲 3.0％

明治初期から生生産さ
れる伝統品種。少少量な
がら今も作られています。

タマネギ「札幌幌黄」
さっぽぽろ き


